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の適合性は，適合度指標であるComparative Fit Index 
（CFI）とRoot Mean Square Error of Approximation 
（RMSEA）で判定し，パラメータの推定は重み付
け最小二乗法の拡張法（WLSMV）24,25）を用いた．




































ついで40% 以上の項目を見ると，同じく < 実習指
導を行う自信 > の「実習の目的 ･ 目標をもとに，
表１　対象者の基本属性の分布
年齢 平均±標準偏差 44.9±9.3歳 範囲　27-78
性別 男性 37 （ 9.3）
女性 363 （90.7）





看護職経験年数 平均±標準偏差 10.6±7.4年 範囲　2-46
教員経験年数 平均±標準偏差 9.7±7.3年 範囲　0-35

























































　 カンファレンスは，意見を自由に述べ合う場とする 2（ 0.5 ） 62（ 15.5 ） 244（ 61.0 ） 92（ 23.0 ）
　 カンファレンスでは，グループダイナミックスを
活用する
2（ 0.5 ） 102（ 25.5 ） 225（ 56.2 ） 71（ 17.8 ）
　 カンファレンスは，学生が関心をもつテーマを決
め実施する
9（ 2.3 ） 70（ 17.5 ） 213（ 53.2 ） 108（ 27.0 ）
＜実習指導を行う自信＞
　必要時，学生と個別に面接を行う 2（ 0.5 ） 14（ 3.5 ） 164（ 41.0 ） 220（ 55.0 ）
　実習記録を臨地での指導に活用する 1（ 0.3 ） 28（ 7.0 ） 200（ 50.0 ） 171（ 42.7 ）
　事前に実習病棟の特徴を捉え，実習調整を行う 1（ 0.3 ） 27（ 6.7 ） 200（ 50.0 ） 172（ 43.0 ）
　事前に，実習指導計画を立案する 41（ 10.3 ） 117（ 29.2 ） 165（ 41.2 ） 77（ 19.3 ）
　実習の目的・目標にあった受け持ち患者を選ぶ 12（ 3.0 ） 81（ 20.2 ） 226（ 56.5 ） 81（ 20.3 ）
　実習の目的・目標をもとに，実習評価を行う 2（ 0.5 ） 16（ 4.0 ） 205（ 51.3 ） 177（ 44.2 ）
　 専門職としての態度や能力が学べるように，学生
の意欲を刺激する
2（ 0.5 ） 52（ 13.0 ） 243（ 60.7 ） 103（ 25.8 ）
＜学生を尊重する自信＞
　学生の考えや能力に敬意と信頼を示す 0（ 0.0 ） 31（ 7.8 ） 254（ 63.5 ） 115（ 28.7 ）




3（ 0.8 ） 43（ 10.8 ） 261（ 65.2 ） 93（ 23.2 ）
　学生が実施する看護行為の間違いを，判断する 5（ 1.2 ） 39（ 9.7 ） 241（ 60.3 ） 115（ 28.8 ）


































24（ 6.0 ） 74（ 18.5 ） 178（ 44.5 ） 124（ 31.0 ）
　 学生が納得した指導が受けられるように、実習指
導者と学生の意向を共有する
11（ 2.8 ） 66（ 16.5 ） 200（ 50.0 ） 123（ 30.7 ）
　 学生への指導内容は、実習指導者と共有する 6（ 1.5 ） 68（ 17.0 ） 176（ 44.0 ） 150（ 37.5 ）
　 指導を受けた学生の反応を、実習指導者と共有する 9（ 2.3 ） 66（ 16.5 ） 179（ 44.7 ） 146（ 36.5 ）
　 学生が困っている兆候がないか、実習指導者と確
認する
9（ 2.3 ） 70（ 17.5 ） 163（ 40.7 ） 158（ 39.5 ）
　 学生の実習状況について、実習指導者から情報収
集する
6（ 1.5 ） 37（ 9.3 ） 146（ 36.5 ） 211（ 52.7 ）
　 学生の良くできていることに関する情報を、実習
指導者と共有する
4（ 1.0 ） 52（ 13.0 ） 173（ 43.3 ） 171（ 42.7 ）
＜学生の看護実践への支援＞
　 学生に協力し、受け持ち患者の看護を実践する 14（ 3.5 ） 59（ 14.8 ） 161（ 40.2 ） 166（ 41.5 ）
　 学生が対応できないと判断した時には、学生とと
もに看護を実践する




1（ 0.3 ） 25（ 6.3 ） 191（ 47.7 ） 183（ 45.7 ）
　 実習指導上の問題は、実習指導者とお互いに意見
を出し合い解決する
2（ 0.5 ） 38（ 9.5 ） 179（ 44.7 ） 181（ 45.3 ）
　 実習中に予期せぬ事態が生じた場合、実習指導者
と話し合う
1（ 0.3 ） 1（ 0.3 ） 80（ 20.0 ） 318（ 79.4 ）
　 医療事故を起こさないように、実習指導者と話し
合う
4（ 1.0 ） 30（ 7.5 ） 159（ 39.7 ） 207（ 51.8 ）
　 カンファレンスは、実習指導者とお互のスケ
ジュールを配慮して行う
8（ 2.0 ） 11（ 2.8 ） 106（ 26.5 ） 275（ 68.7 ）
　 実習指導者と実習中に気がついた情報や意見を、
自由に交換できる
2（ 0.5 ） 34（ 8.5 ） 176（ 44.0 ） 188（ 47.0 ）




13（ 3.3 ） 63（ 15.7 ） 178（ 44.5 ） 146（ 36.5 ）
　 学生と、学生の受け持ち患者を担当する看護師と
の連絡調整を行う
15（ 3.8 ） 63（ 15.7 ） 164（ 41.0 ） 158（ 39.5 ）
　 学生の実習状況について、看護師から情報収集する 19（ 4.8 ） 72（ 18.0 ） 180（ 45.0 ） 129（ 32.2 ）
　 学生の受け持ち患者の主治医と、実習上必要な連
絡調整を行う
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Abstract
　The purpose of this study was to reveal the association between nursing faculty's teacher efficacy and 
collaborative performance in nursing practicums. A questionnaire was distributed to 1,960 faculty members of 
nursing colleges in Japan involved in nursing practicums, and 499 forms were returned. The data of 400 forms 
without missing values in any survey items were included in the statistical analysis. The questionnaire included 
demographic attributes such as age, gender, job title, and teaching experience as well as 20 items to measure teacher 
efficacy (15 items) and collaborative performance in nursing practicums. For statistical analysis, after examining 
the validity and reliability of the measurement scale, the data were organized in a causal relation model, assigning 
teacher　efficacy as the independent variable and collaborative performance as the dependent variable. Structural 
equation modeling was used to analyze relevance and the association between the variables. The result of statistical 
analysis showed statistically acceptable goodness of fit index χ2 (df) = 1174.206 (749); CFI = 0.958, RMSEA = 0.038). 
The path coefficient from teacher efficacy to collaborative performance was 0.654 (coefficient of determination 
of 43.1%), revealing statistical significance. The results suggest that increasing teacher　efficacy is important to 
improve collaborative performance of faculty members involved in nursing practicums.
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